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第第第第 1111 章章章章 ．．．． 基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項  

    １１１１ ．．．． 計 画 策 定計 画 策 定計 画 策 定計 画 策 定 のののの 背 景背 景背 景背 景  

２ ０ 世 紀 に お い て 、 人 類 の 活 動 は 科 学 技 術 の 発 展 を 背 景 に 大 き

く 変 化 し て き ま し た 。  

人 類 は よ り 豊 か で 便 利 な 生 活 を 手 に 入 れ た 一 方 、 大 量 生 産 ・ 大

量 消 費 ・ 大 量 廃 棄 の 経 済 活 動 に よ り 、 地 球 温 暖 化 、 オ ゾ ン 層 の 破

壊 、酸 性 雨 な ど 地 球 規 模 の 環 境 問 題 に 直 面 す る こ と に な り ま し た 。 

地 球 温 暖 化 防 止 に 関 す る 対 策 と し て 国 際 的 に は 、 １ ９ ９ ２ 年 に

国 連 気 候 変 動 枠 組 条 約 が 採 択 さ れ 、 同 年 の 国 連 環 境 開 発 会 議 （ 地

球 サ ミ ッ ト ） で は 、 世 界 中 の 多 く の 国 が 署 名 を 行 い 、 １ ９ ９ ４ 年

に は 条 約 が 発 効 し ま し た 。  

こ れ を 受 け て ド イ ツ （ ベ ル リ ン ） か ら 始 ま っ た 条 約 締 約 国 会 議

の 第 ３ 回 会 合（ COP3）が 、１ ９ ９ ７ 年 京 都 で 開 か れ 、各 国 の 温 室

効 果 ガ ス の 削 減 目 標 を 具 体 的 に 示 し た「 京 都 議 定 書 」が 採 択 さ れ 、

日 本 は 、 温 室 効 果 ガ ス の 総 排 出 量 を ２ ０ ０ ８ ～ ２ ０ １ ２ 年 の 第 １

約 束 期 間 に １ ９ ９ ０ 年 レ ベ ル か ら ６ ％ 削 減 す る こ と を 約 束 し ま し

た 。  

こ の ６ ％ 削 減 に 向 け て 、 国 は 平 成 １ ４ 年 に 「 地 球 温 暖 化 対 策 の

推 進 に 関 す る 法 律 」 を 見 直 し 、 国 ・ 地 方 公 共 団 体 ・ 事 業 者 ・ 国 民

と い っ た 全 て の 主 体 が そ れ ぞ れ の 役 割 に 応 じ て 総 力 を 挙 げ て 取 り

組 む こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る と し 、 全 て の 地 方 公 共 団 体 に 温 室 効

果 ガ ス 削 減 の た め の 実 行 計 画 策 定 を 求 め ま し た 。  

 

地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策 のののの 推 進推 進推 進推 進 にににに 関関関関 す るす るす るす る 法 律法 律法 律法 律 （（（（ 平 成平 成平 成平 成 101 01 01 0 年 法 律 第年 法 律 第年 法 律 第年 法 律 第 1 1 71 1 71 1 71 1 7 号号号号 ））））     

（ 地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 等 ）  

第 20条 の 3  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画 に 即 し て 、 当 該 都

道 府 県 及 び 市 町 村 の 事 務 及 び 事 業 に 関 し 、温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 量 の 削 減 並 び

に 吸 収 作 用 の 保 全 及 び 強 化 の た め の 措 置 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 地 方 公 共 団 体 実

行 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る も の と す る 。  

２  地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

( 1 )  計 画 期 間  

( 2 )  地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 の 目 標  

( 3 )  実 施 し よ う と す る 措 置 の 内 容  

( 4 )  そ の 他 地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項  

【 中  略 】  

８  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 を 策 定 し た と き は 、 遅 滞 な く

こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

９  第 5項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は 、 地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す

る 。  

1 0  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 毎 年 一 回 、 地 方 公 共 団 体 実 行 計 画 に 基 づ く 措 置 及 び

施 策 の 実 施 の 状 況 （ 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 を 含 む 。 ） を 公 表 し な け れ ば な ら な

い 。                             【 以 下 略 】  
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地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策 のののの 推 進推 進推 進推 進 にににに 関関関関 す るす るす るす る 法 律 施 行 規 則法 律 施 行 規 則法 律 施 行 規 則法 律 施 行 規 則 （（（（ 平 成平 成平 成平 成 111 11 11 1 年 総 理 府 令 第年 総 理 府 令 第年 総 理 府 令 第年 総 理 府 令 第 313 13 13 1 号号号号 ））））  

（ 都 道 府 県 及 び 市 町 村 の 公 表 ）  

第 4条  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、法 第 20条 の 3第 1 0項  の 規 定 に よ り 地 方 公 共 団 体

実 行 計 画 に 基 づ く 措 置 及 び 施 策 の 実 施 の 状 況 （ 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 を 含 む

。 ） を 公 表 す る に 当 た っ て は 、 そ の 要 旨 及 び 内 容 を イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 、

印 刷 物 の 配 布 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 行 う も の と す る 。  

 

ま た 、 国 が 定 め た 「 京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画 （ 平 成 ２ ０ 年 ３ 月

２ ８ 日 全 部 改 定 ）で は 、そ の「 第 ３ 章  目 標 達 成 の た め の 対 策 と 施

策 」 の 中 で 地 方 公 共 団 体 の 基 本 的 役 割 を 次 の よ う に う た っ て い ま

す 。  

                                   

京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画 （（（（ 平 成平 成平 成平 成 202 02 02 0 年年年年 3333 月月月月 282 82 82 8 日 全 部 改 定日 全 部 改 定日 全 部 改 定日 全 部 改 定 ））））  

第第第第 ３３３３ 章章章章     目 標 達 成目 標 達 成目 標 達 成目 標 達 成 の た め のの た め のの た め のの た め の 対 策対 策対 策対 策 とととと 施 策施 策施 策施 策  

 ２ ． 「 地 方 公 共 団 体 」 の 基 本 的 役 割  

（ １ ） 地 域 の 特 性 に 応 じ た 対 策 の 実 施  

  地 方 公 共 団 体 は 、 そ の 区 域 の 自 然 的 社 会 的 条 件 に 応 じ て 、 温 室 効 果 ガ ス

の 排 出 の 削 減 等 の た め の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 施 策 を 策 定 し 、 実 施 す る よ う

努 め る 。  

  例 え ば 、 低 炭 素 型 の ま ち づ く り 、 公 共 交 通 機 関 や 自 転 車 の 利 用 促 進 、 バ

イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 等 の 新 エ ネ ル ギ ー 等 の 導 入 、 地 域 住 民 に 身 近 な ご み 問

題 へ の 取 組 な ど 、 地 域 の 自 然 的 社 会 的 条 件 に 応 じ た 先 駆 的 で 創 意 工 夫 を 凝

ら し た 対 策 に 取 り 組 む 。 【 以 下 略 】  

（ ２ ） 率 先 し た 取 組 の 実 施  

  地 方 公 共 団 体 自 身 が 率 先 的 な 取 組 を 行 う こ と に よ り 地 域 の 模 範 と な る こ

と が 求 め ら れ る 。 こ の た め 、 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 法 に 基 づ き 、 公 立 学 校 や

公 立 病 院 も 含 め 、 地 方 公 共 団 体 の 事 務 及 び 事 業 に 関 し 実 行 計 画 の 策 定 を 確

実 に し 、 実 施 す る 。  

（ ３ ） 地 域 住 民 等 へ の 情 報 提 供 と 活 動 推 進  

  地 域 住 民 ・ 企 業 へ の き め 細 や か な 対 応 を 実 施 す る た め 、 都 道 府 県 等 の 地

球 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 セ ン タ ー 、 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 員 、 地 球 温 暖 化

対 策 地 域 協 議 会 が 指 定 、 委 嘱 、 組 織 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 活 用 を 図 り

な が ら 、 教 育 、 民 間 団 体 支 援 、 先 駆 的 取 組 の 紹 介 、 相 談 へ の 対 応 を 行 う よ

う 努 め る 。  

 

 

 更 に 、 町 が 平 成 １ ９ 年 に 定 め た 下 仁 田 町 環 境 基 本 条 例 で は 、 そ の

基 本 理 念 及 び 町 の 責 務 を 次 の よ う に 規 定 し て い ま す 。  
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下 仁 田 町 環 境 基 本 条 例下 仁 田 町 環 境 基 本 条 例下 仁 田 町 環 境 基 本 条 例下 仁 田 町 環 境 基 本 条 例 （（（（ 平 成平 成平 成平 成 191 91 91 9 年 下 仁 田 町 条 例 第年 下 仁 田 町 条 例 第年 下 仁 田 町 条 例 第年 下 仁 田 町 条 例 第 161 61 61 6 号号号号 ））））  

 （ 基 本 理 念 ）  

第 3条  良 好 な 環 境 の 保 全 及 び 創 造 は 、 町 民 が 健 全 で 恵 み 豊 か な 環 境 の 恵 沢

を 享 受 す る と と も に 、 そ の 環 境 が 将 来 の 世 代 へ 継 承 さ れ る よ う 適 切

に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。  

2  良 好 な 環 境 の 保 全 及 び 創 造 は 、す べ て の 者 が で き る 限 り 環 境 へ の 負 荷 を 低

減 す る 行 動 を 行 う こ と に よ り 、 積 極 的 に 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

3  地 球 環 境 の 保 全 は 、地 域 の 環 境 が 地 球 の 環 境 と 深 く か か わ っ て い る こ と に

鑑 み 、 日 常 生 活 、 事 業 活 動 そ の 他 の 人 の 活 動 に お い て 積 極 的 に 推 進 さ れ な

け れ ば な ら な い 。  

 （ 町 の 責 務 ）  

第 4条  町 は 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 に の っ と り 、自 然 的 社 会 的 条 件 に 応 じ た 環

境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 基 本 的 か つ 総 合 的 な 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す

る 責 務 を 有 す る 。  

2  町 は 基 本 理 念 に の っ と り 、町 の 施 策 を 実 施 す る に あ た っ て は 、環 境 へ の 負

荷 の 低 減 そ の 他 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

3  町 は 基 本 理 念 に の っ と り 、広 域 的 な 取 組 を 必 要 と す る 環 境 の 保 全 及 び 創 造

に 関 す る 施 策 を 実 施 す る に あ た っ て は 、 国 及 び 他 の 地 方 公 共 団 体 と の 協 力

に 努 め な け れ ば な ら な い 。  
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    ２２２２ ．．．． 下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 のののの 目 的目 的目 的目 的  

下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画（ 以 下「 本 計 画 」と い う 。）

は 、 下 仁 田 町 の 本 庁 及 び 出 先 機 関 並 び に 下 仁 田 町 内 に 事 務 所 を 有

し 、 下 仁 田 町 が そ の 構 成 員 と な っ て い る 一 部 事 務 組 合 （ 甘 楽 西 部

環 境 衛 生 施 設 組 合 、 下 仁 田 南 牧 医 療 事 務 組 合 ） （ 以 下 「 本 町 等 」

と い う 。 ） が 行 う 事 務 及 び 事 業 活 動 に 伴 い 様 々 な 環 境 負 荷 が 発 生

し て い る こ と を 自 覚 す る と と も に 、 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 の 基 本 姿

勢 を 職 員 一 人 ひ と り が 認 識 し 、 必 要 な 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 を 着 実

に 実 践 す る た め の 計 画 を 定 め る も の で あ り 、 以 て 下 仁 田 町 に お け

る 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 の ト ッ プ ラ ン ナ ー と し て 住 民 ・ 事 業 者 に そ

の 範 を 示 そ う と す る も の で す 。  

 

    ３３３３ ．．．． 計 画計 画計 画計 画 のののの 期 間期 間期 間期 間  

 本 計 画 は 、 目 標 年 度 を 平 成 ２ ７ 年 度 と し ま す 。  

 ま た 本 計 画 の 基 準 年 度 を 平 成 ２ １ 年 度 と し 、計 画 の 対 象 期 間 を

平 成 ２ ３ 年 度 ～ 平 成 ２ ７ 年 度 ま で の ５ 年 間 と し ま す 。  

 た だ し 、本 計 画 の 進 捗 状 況 や 技 術 革 新 、社 会 情 勢 の 変 化 等 に 応

じ て 、 必 要 な 見 直 し を 行 う も の と し ま す 。  

 

    ４４４４ ．．．． 計 画計 画計 画計 画 のののの 対 象 範 囲対 象 範 囲対 象 範 囲対 象 範 囲  

 本 計 画 の 対 象 範 囲 は 、本 町 等 が 行 う す べ て の 事 務 ・事 業 と し ま

す 。 こ れ は 、 庁 舎 の み な ら ず 、 浄 水 場 、 ガ ス 供 給 所 、 町 立 学 校 、

体 験 交 流 セ ン タ ー （ 荒 船 の 湯 ） 、 福 祉 の 湯 、 清 掃 セ ン タ ー 、 ク リ

ー ン セ ン タ ー 、厚 生 病 院 な ど 本 町 等 が 直 接 管 理 す る 全 て の 施 設 が

対 象 と な り ま す 。  

 な お 、本 町 等 の 施 設 の う ち 、指 定 管 理 者 に 管 理 委 託 し た 施 設 に

お け る 事 務 ・ 事 業 は 計 画 の 対 象 外 と し ま す 。  

 ま た 、外 部 へ の 委 託 等 に よ り 実 施 す る 事 務 ・ 事 業 で 温 室 効 果 ガ

ス の 排 出 抑 制 等 の 措 置 が 可 能 な も の に つ い て は 、受 託 者 に 対 し て

必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 要 請 す る こ と と し ま す 。  

 

次 の も の に つ い て は 、 国 が 示 し て い る 実 行 計 画 策 定 の 基 本 方 針 及 び

他 自 治 体 の 状 況 等 を 勘 案 し 、 本 計 画 の 対 象 外 と し ま す 。  

○  指 定 管 理 者 制 度 に よ り 管 理 委 託 し た 施 設  

下 仁 田 町 福 祉 作 業 所 、 下 仁 田 町 林 業 総 合 セ ン タ ー 、 下 仁 田 町

観 光 館 道 の 駅 、 下 仁 田 町 こ ん に ゃ く 手 作 り 体 験 道 場 な ど  

○  民 営 化 す る 施 設  

○  公 的 法 人 な ど  

   社 会 福 祉 法 人  下 仁 田 町 社 会 福 祉 協 議 会 な ど  
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計 画 の 対 象 期 間 中 、 建 設 や 取 得 に よ り 新 た に 増 え た 施 設 は 随 時 算 定

の 対 象 に 加 え て い き ま す 。 ま た 、 指 定 管 理 者 制 度 へ 移 行 す る 施 設 や 民

営 化 す る 施 設 は 、 そ の 段 階 で 算 定 の 対 象 か ら 除 く こ と と し ま す 。  

こ れ ら を 踏 ま え た 算 定 対 象 は 、 表 １ 及 び 表 ２ の と お り で す 。  

 

算定対象名称 所管課等 算定対象名称 所管課等

1 役場本庁舎 23 栗山広場公衆トイレ

2 消防詰所 24 神津牧場公衆トイレ

3 交通指導車 25 送迎バス

4 消防車 26 上水道取水・浄水施設

5 町マイクロバス 27 上水道配水・給水施設

6 集中管理車 28 ガス供給施設

7 町有林 29 簡易水道施設 水道課

8 普通財産 30 町立小学校

9 町民憩いの森 31 町立中学校

10 環境保全の森 32 学校給食共同調理場

11 活性化センター 住民税務課 33 町立公民館

12 送迎センター 福祉課 34 文化ホール

13 保健センター 保健環境課 35 ふるさとセンター

14 町営住宅 36 自然史館

15 街灯 37 社会体育館等

16 都市公園 38 グラウンド等

17 農村公園 39 屋外運動場照明施設

18 仲町駐車場公衆トイレ 40 サン・スポーツランド下仁田

19 下仁田駅公衆トイレ 41 スクールバス

20 体験交流センター（荒船の湯） 42 庁用車 所管各課

21 福祉の湯 43 議会車 議会事務局

22 ほたる山公園

表表表表２２２２　　　　下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象（（（（一部事務組合分一部事務組合分一部事務組合分一部事務組合分）　）　）　）　

算定対象名称 所管課等 算定対象名称 所管課等

1 清掃センター 1 下仁田厚生病院

2 リサイクルセンター 2 看護師寮

3 クリーンセンター 3 職員・医師住宅

4 クリーンポケット 4 庁用車

5 火葬場

6 業務用車輌

7 庁用車

教育委員会

表表表表１１１１　　　　下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象下仁田町等地球温暖化防止実行計画算定対象（（（（町管理分町管理分町管理分町管理分））））

企画財政課

甘楽西部
環境衛生
施設組合

下仁田
南牧医療
事務組合

総務課

農林建設課

商工観光課

商工観光課

ガス水道課
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    ５５５５ ．．．． 対 象対 象対 象対 象 と す ると す ると す ると す る 温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果 ガ スガ スガ スガ ス  

 本 町 等 に お け る 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 は そ の ほ と ん ど が 燃 料 消

費 及 び 廃 棄 物 の 焼 却 に よ る も の と 考 え ら れ る こ と か ら 、そ の 算 定

は 、 二 酸 化 炭 素 (CO2 )・ メ タ ン (CH4 )及 び 一 酸 化 二 窒 素 (N2O )の

３ ガ ス を 対 象 と し ま す 。  

 

「 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 規 定 さ れ て い る 温 室 効 果  

ガ ス は 、 表 ３ の ６ 物 質 と な っ て い ま す が 、 ハ イ ド ロ フ ル オ ロ カ ー ボ ン

(HFC )、パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン ( PFC )、六 フ ッ 化 硫 黄 ( SF 6 )に つ い て は 、

排 出 量 が 微 量 で あ る と 想 定 で き る こ と 、 ま た 算 定 が 難 し い こ と を 考 慮

し 、 対 象 ガ ス か ら 除 外 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表表表表３３３３　　　　下仁田町等地球温暖化防止実行計画下仁田町等地球温暖化防止実行計画下仁田町等地球温暖化防止実行計画下仁田町等地球温暖化防止実行計画のののの対象対象対象対象ガスガスガスガス

名称 主な排出源 算定対象

二酸化炭素 石油、石炭等の化石燃料の燃焼

(CO2) 化石燃料により得られた電気等の消費等

メタン 燃料の燃焼、廃棄物の埋立、家畜糞尿、

(CH4) 下水処理等

一酸化二窒素

(N2O)

ハイドロフルオロカーボン 冷蔵庫・カーエアコン等の冷媒

(HFC　13物質） スプレーの噴射剤等

パーフルオロカーボン

(PFC　7物質)

六フッ化硫黄

(SF6)

半導体のエッチング等

変圧器の電気絶縁ガス等

対象

対象

対象

燃料の燃焼、廃棄物の埋立等
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表表表表４４４４　　　　本町等本町等本町等本町等のののの活動量活動量活動量活動量などなどなどなど（（（（平成平成平成平成21212121年度年度年度年度・・・・下仁田町調下仁田町調下仁田町調下仁田町調べべべべ））））

ℓ 21,614 412 4,402

ℓ 154,208 15,344 -

ℓ 5,679 1,443 159

ℓ - 123,900 -

m3 3,105 - -

m3 62,811 - 209,821

kWh 2,029,175 1,363,054 888,027

km 87,172 - 18,800

km 31,213 4,023 4,487

km 19,155 523 -

km 66,157 - 1,976

km 116,622 - -

km 3,000 - -

km - - -

km 9,841 - -

km - 2,906 -

km 16,089 - -

km 6,000 75 -

km 11,151 - -

湿t - 2,719 -

乾t - 767 -

Kg - - 10

m3 - 8,107 -

人 1,841 14 526

ha-年生 15 - 40 - -

浄化槽

町有林施業量（間伐面積-樹齢）

電気使用量（東京電力）

ガソリン

灯油

軽油

液化石油ガス（ＬＰＧ）

都市ガス

普通・小型乗用車

軽乗用車

バス

小型貨物車

バス

普通・小型乗用車

普通貨物車

笑気ガス（麻酔剤）使用量

し尿処理量（し尿処理施設）

特殊用途車

単
位

下仁田町
活動量

下医合
活動量

自
動
車
の
走
行
量

ガ
ソ
リ
ン

Ｌ
Ｐ
Ｇ

普通貨物車

甘西環合
活動量

一般廃棄物焼却量（廃プラスチック量）

一般廃棄物焼却量（全量）

特殊用途車

燃
料
消
費
量

軽
油

調　査　項　目

A重油

小型貨物車

軽貨物車

第第第第 ２２２２ 章章章章 ．．．． 温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果 ガ スガ スガ スガ ス のののの 排 出 状 況排 出 状 況排 出 状 況排 出 状 況  

    １１１１ ．．．． エ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ー のののの 使 用 状 況使 用 状 況使 用 状 況使 用 状 況  

基 準 年 度 （ 平 成 ２ １ 年 度 ） に お け る 本 町 等 の 事 務 ・ 事 業 活 動 に

よ る 活 動 量 は 表 ４ の と お り と な っ て い ま す 。  

 

 

 

一 口 メ モ ： 笑 気 ガ ス （ 正 式 名 ： 亜 酸 化 窒 素 （ N2 O） ） は 窒 素 酸 化 物 の 一 種 で 、 

  吸 入 す る と 顔 が 笑 っ た よ う に 引 き つ る こ と か ら 笑 気 ガ ス （ し ょ う き ガ ス ）  

  と 呼 ば れ る 。  
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    ２２２２ ．．．． 温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果温 室 効 果 ガ スガ スガ スガ ス のののの 排 出 状 況排 出 状 況排 出 状 況排 出 状 況  

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 は 使 用 す る エ ネ ル ギ ー 等 の 種 類 毎 に 、 次

式 で 算 出 さ れ ま す 。  

  

 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 ＝ 対 象 活 動 の 活 動 量 ×排 出 係 数  

 

 ※  本 町 等 の 対 象 活 動 の 活 動 量 は 表 ４ を 、 排 出 係 数 は 表 ５ を 各 々 参 照 し て  

  く だ さ い 。  

 

た だ し 、 算 出 さ れ た 温 室 効 果 ガ ス の 温 室 効 果 の 度 合 い は 様 々 で

あ る こ と か ら 、 二 酸 化 炭 素 を １ と し た と き の 各 々 の 温 室 効 果 ガ ス

の 温 室 効 果 を 「 地 球 温 暖 化 係 数 (GWP )」 で 表 し 、 次 式 で 各 温 室 効

表表表表５５５５　　　　活動項目毎活動項目毎活動項目毎活動項目毎のののの排出排出排出排出ガスガスガスガスとととと排出係数排出係数排出係数排出係数

ガス 排出係数 単位 ガス 排出係数 単位

ℓ 2.322 - - -

ℓ 2.489 - - -

ℓ 2.619 - - -

ℓ 2.710 - - -

m3 6.001 - - -

m3 2.011 - - -

kWh 0.555 Kg/KWh - - -

km 0.00001 0.000029

km 0.00001 0.000022

km 0.000035 0.000039

km 0.000015 0.000026

km 0.000011 0.000022

km 0.000035 0.000035

km 0.000035 0.000041

km 0.000002 0.000007

km 0.000015 0.000014

km 0.0000076 0.000009

km 0.000013 0.000025

km 0.000017 0.000025

湿t 0.072 Kg/湿t 0.0534 Kg/湿t

乾t CO2 2695 Kg/乾t - - -

Kg N2O 1 Kg/Kg - - -

食物くず 分解期間:10年 ｔ 143 Kg/t - - -

紙くず 分解期間:21年 ｔ 138 Kg/t - - -

繊維くず 分解期間:21年 ｔ 149 Kg/t - - -

木くず 分解期間:103年 ｔ 138 Kg/t - - -

m3 0.049 Kg/m3 0.00096 Kg/m3

人 0.55 Kg/人 0.55 Kg/人浄化槽

CH4

N2O

N2O
Kg/Km

軽
油

特殊用途車

一般廃棄物焼却量（廃プラスチック量）

笑気ガス（麻酔剤）使用量

し尿処理量（し尿処理施設）

Kg/ℓ

CH4

廃棄物の埋立
によるCH4
排出量

第一対象ガス

CO2

Kg/m3

燃
料
消
費
量

一般廃棄物焼却量（全量）-准連続燃焼式

自
動
車
の
走
行
量

ガ
ソ
リ
ン

Ｌ
Ｐ
Ｇ

単
位

第二対象ガス

Kg/Km

バス

活　動　項　目

普通貨物車

特殊用途車

バス

普通・小型乗用車

灯油

軽油

液化石油ガス（ＬＰＧ）

A重油

（出典：平成19年3月環境省地球環境局地球温暖化対策課作成「温室効果ガス総排出量算定支援システム（表計算ソフトウェア版Ver.3）」

電気使用量（東京電力）

小型貨物車

小型貨物車

軽貨物車

都市ガス

普通・小型乗用車

軽乗用車

普通貨物車

ガソリン
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果 ガ ス を 二 酸 化 炭 素 に 置 き 換 え て 総 排 出 量 と し て 合 算 し て 示 す こ

と が で き ま す 。  

 

 温 室 効 果 ガ ス の 総 排 出 量 ＝ 各 ガ ス の 排 出 量 ×地 球 温 暖 化 係 数  

 

 ※ ： 地 球 温 暖 化 係 数 に つ い て は 、 表 ６ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 と は 逆 に 、 き ち ん と 管 理 さ れ 、 手 入 れ が 行

き 届 い た 森 林 に は 温 室 効 果 ガ ス を 吸 収 す る 働 き が あ り ま す 。 下 仁

田 町 に は 多 く の 町 有 林 が 存 在 し ま す 。こ れ ら の 町 有 林 を 手 入 れ（ 森

林 施 業 ） す る こ と に よ り 吸 収 で き る 温 室 効 果 ガ ス 量 を 表 ７ に 示 し

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れ か ら 、 基 準 年 度 に お け る 森 林 吸 収 量 を 計 算 し て み る と 、  

 表 ４ か ら  実 施 し た 施 業 （ 間 伐 ） 面 積 ： １ ５ ｈ ａ  

      森 林 の 樹 種 ・ 樹 齢     ： ス ギ ・ ４ ０ 年 生 前 後  

 吸 収 量 は  1 5 h a× 8 . 4 t - CO2× 1 , 0 0 0K g / t  =  1 2 6 , 0 0 0K g - CO2  と な り ま す 。  

 

 こ れ ら の 算 式 に よ り 算 出 さ れ る 基 準 年 度 （ 平 成 ２ １ 年 度 ） の  

本 町 等 の 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 は 、 ５ ， ８ ４ ６ ， ７ ４ ６ Kg -CO2  

と な り ま す 。  

表表表表６６６６　　　　対象対象対象対象ガスガスガスガスのののの地球温暖化係数地球温暖化係数地球温暖化係数地球温暖化係数（出典：表5の出典に同じ）

算定対象 地球温暖化係数

二酸化炭素 (CO2) 対象 1

メタン (CH4) 対象 21

一酸化二窒素 (N2O) 対象 310

ハイドロフルオロカーボン (HFC　13物質） 140 ～ 11,700

パーフルオロカーボン (PFC　7物質) 6,500 ～ 9,200

六フッ化硫黄 (SF6) 23,900

名称

（出典：独立行政法人森林総合研究所温暖化対応推進拠点ＨＰ）

20年生前後 40年生前後 60年生前後 80年生前後

ＣＣＣＣ 3.33.33 .33 .3 2 .32 .32 .32 .3 1 .11 .11 .11 .1 0 .80 .80 .80 .8

ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２ 12.112.112.112.1 8 .48 .48 .48 .4 4 .04 .04 .04 .0 2 .92 .92 .92 .9

ＣＣＣＣ 3.13.13 .13 .1 2 .02 .02 .02 .0 1 .11 .11 .11 .1 0 .30 .30 .30 .3

ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２ 11.411.411.411.4 7 .37 .37 .37 .3 4 .04 .04 .04 .0 1 .11 .11 .11 .1

ＣＣＣＣ 1.41.41 .41 .4 1 .01 .01 .01 .0 0 .30 .30 .30 .3 0 .10 .10 .10 .1

ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２ 5.15 .15 .15 .1 3 .73 .73 .73 .7 1 .11 .11 .11 .1 0 .40 .40 .40 .4
天然林広葉樹

（単位：トン／ha・年）
表表表表７７７７　　　　施業施業施業施業されたされたされたされた森林森林森林森林によるによるによるによる１１１１年当年当年当年当たりのおおよそのたりのおおよそのたりのおおよそのたりのおおよその炭素吸収量炭素吸収量炭素吸収量炭素吸収量

スギ

ヒノキ
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 項 目 毎 、 事 業 体 毎 の 詳 細 は 表 ８ に 示 し ま す 。  

 

 

ま た 、 こ れ を 排 出 ガ ス の 種 類 毎 に 表 す と 表 ９ の よ う に な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表表表表８８８８　　　　本町等本町等本町等本町等のののの基準年度基準年度基準年度基準年度（（（（平成平成平成平成21212121年度年度年度年度））））におけるにおけるにおけるにおける活動毎活動毎活動毎活動毎のののの排出量排出量排出量排出量・・・・吸収量吸収量吸収量吸収量

(      )数字は吸収量を示します。

593,902 378,659 432,592 1,405,153 24.03%

1,126,192 756,496 492,855 2,375,543 40.63%

2,886 50 222 3,158 0.05%

- 64,296 - 64,296 1.10%

- 2,067,065 - 2,067,065 35.35%

- - 3,036 3,036 0.05%

- 10,755 - 10,755 0.18%

33,820 257 9,663 43,740 0.75%

(126,000) - - (126,000) -2.16%

1,630,800 3,277,578 938,368 5,846,746 100.00%

構成比
下仁田町
排出量

本町等
排出量計

単位：Kg-CO2

下医合
排出量

甘西環合
排出量

活　動　項　目

浄化槽

電気使用量（東京電力）

燃料消費量

排出量計

自動車の走行量

笑気ガス（麻酔剤）使用量

し尿処理量（し尿処理施設）

一般廃棄物焼却量（廃プラスチック量）

一般廃棄物焼却量（全量）

町有林施業量

表表表表９９９９　　　　本町等本町等本町等本町等のののの基準年度基準年度基準年度基準年度（（（（平成平成平成平成21212121年度年度年度年度））））温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量

総排出量

単位 排出量 (Kg-CO2)

二酸化炭素（CO2） Kg-CO2 5,721,761 5,721,761 97.86%

メタン（CH4） Kg-CH4 1,916 40,231 0.69%

一酸化二窒素（N2O） Kg-N2O 273 84,753 1.45%

計 - - 5,846,745 100.00%

表８との差異は、数値の端数処理によるもの

温室効果ガス名称
排出量

構成比
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第第第第 ３３３３ 章章章章 ．．．． 本 計 画本 計 画本 計 画本 計 画 のののの 目 標目 標目 標目 標  

 

 平 成 ２ ７ 年 度 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 、基 準 年 度 比（ 平

成 ２ １ 年 度 比 ） １ ０ ％ 削 減 す る こ と を 目 標 と し ま す 。  

 

    １１１１ ．．．． 削 減 目 標削 減 目 標削 減 目 標削 減 目 標  

表 ８ を み る と 、 本 町 等 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 約 ４ ０ ％ が 電 気

の 使 用 に 伴 う も の 、 約 ３ ５ ％ が 清 掃 セ ン タ ー に お け る 一 般 廃 棄 物

の 焼 却 に 伴 う も の で あ る こ と が 、 ま た 表 ９ か ら は 、 排 出 ガ ス の ほ

と ん ど が 二 酸 化 炭 素 （ CO2） で あ る こ と が わ か り ま す 。  

こ の こ と か ら 、 職 員 が 取 り 組 む べ き 電 気 使 用 量 、 燃 料 使 用 量 、

自 動 車 の 走 行 等 の 削 減 目 標 を １ ０ ％ と し て 、 日 頃 か ら 省 エ ネ 行 動

に 率 先 し て 努 め ま す 。た だ し 、町 民 の 生 活 に 直 接 影 響 す る 施 設（ 下

仁 田 厚 生 病 院 、浄 水 場 、ガ ス 供 給 所 、し 尿 処 理 場 等 ）や 、街 灯 等 、

町 民 の 安 全 安 心 な 生 活 に 直 結 す る 活 動 に つ い て は 、 削 減 目 標 に そ

ぐ わ な い た め 、 基 準 年 度 の 数 値 を 維 持 す る こ と を 目 標 と し ま す 。  

ま た 、 一 般 廃 棄 物 の 焼 却 過 程 で 発 生 す る 温 室 効 果 ガ ス 総 量 を 削

減 す る た め 、 ご み 分 別 の 徹 底 や 有 価 物 の 回 収 、 資 源 化 を 町 民 に 働

き か け 、 リ サ イ ク ル の 推 進 と ご み の 減 量 を 図 り ま す 。  

こ れ ら の 計 画 を 実 行 す る こ と に よ り 、 努 力 目 標 も 加 味 し て 目 標

年 度 の 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 を ５ ， ２ ５ ５ ， ０ ０ ０ Kg -CO2 以 内

と し 、 基 準 年 度 （ 平 成 ２ １ 年 度 ） 比 １ ０ ％ 削 減 し よ う と す る も の

で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表表表表１０１０１０１０　　　　本町等本町等本町等本町等のののの目標年度目標年度目標年度目標年度（（（（平成平成平成平成27272727年度年度年度年度））））におけるにおけるにおけるにおける活動毎活動毎活動毎活動毎のののの排出量排出量排出量排出量

(      )数字は吸収量を示します。

1,405,153 1,264,638 △10%

2,375,543 2,137,989 △10%

3,158 2,842 △10%

64,296 57,866 △10%

2,067,065 1,860,359 △10%

3,036 3,036 0%

10,755 10,432 △3%

43,740 43,740 0%

(126,000) (126,000) 0%

5,846,746 5,254,902 △10%

削減量
基準年度
排出量

排出量単位：Kg-CO2

目標年度
排出量

活　動　項　目

浄化槽

電気使用量（東京電力）

燃料消費量

排出量計

自動車の走行量

笑気ガス（麻酔剤）使用量

し尿処理量（し尿処理施設）

一般廃棄物焼却量（廃プラスチック量）

一般廃棄物焼却量（全量）

町有林施業量
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    ２２２２ ．．．． 具 体 的具 体 的具 体 的具 体 的 なななな 行 動行 動行 動行 動  

職 員 が 率 先 し て 取 り 組 む べ き 事 項 、 施 設 や 車 輌 を 管 理 し て い る

所 属 に お け る 取 組 事 項 な ど を 以 下 の と お り 定 め ま す 。  

こ れ ら に は 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 抑 制 に 直 接 的 な 効 果 が あ る も

の 、 間 接 的 な 効 果 が あ る も の の 両 方 が 含 ま れ て お り 、 そ の 達 成 に

向 け て 職 員 一 人 ひ と り が 意 識 を 高 め 、 継 続 し た 取 組 を 実 践 す る こ

と が 重 要 で す 。  

 

（（（（ １１１１ ）））） 電 気 使 用 量電 気 使 用 量電 気 使 用 量電 気 使 用 量 のののの 削 減削 減削 減削 減 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ  

電 気 は 発 電 の 際 に 大 量 の 化 石 燃 料 を 使 用 す る （ =火 力 発 電 所 ）

こ と か ら 二 酸 化 炭 素 の 主 要 な 発 生 源 と な っ て い ま す 。  

私 た ち が 日 頃 か ら 節 電 に 努 め る こ と で 、 二 酸 化 炭 素 の 排 出 削 減

に つ な げ ま す 。  

 

①  照 明 ス イ ッ チ 管 理 の 徹 底  
□ 始 業 前 、 昼 休 み 時 は 消 灯 に 努 め ま す 。 （ 窓 口 を 除 く ）  
□ 時 間 外 勤 務 時 の 照 明 は 必 要 な 箇 所 以 外 、 消 灯 し ま す 。  
 ※ 退 庁 時 は 、 職 場 内 の 照 明 器 具 や Ｏ Ａ 機 器 等 の 電 源 を オ フ に す る  
□ 廊 下 等 の 不 要 な 照 明 を 消 し ま す 。  
□ 窓 際 等 の 明 る い 場 所 は 、 業 務 に 支 障 が な い 範 囲 で 消 灯 し ま す 。  

 
②  空 調 の 適 正 管 理 の 徹 底  
□ 冷 暖 房 の 設 定 温 度 の 適 正 化 に 努 め ま す 。  
 ※ 冷 房 ２ ８ ℃ 、 暖 房 ２ ０ ℃ が 目 安  
□ 冷 暖 房 期 間 及 び 時 間 の 短 縮 に 努 め ま す 。  
□ 冷 暖 房 期 間 中 は 、 温 度 条 件 に 適 し た 服 装 の 着 用 で 対 応 し ま す 。  
 ※ 夏 季 の ｢ク ー ル ビ ズ ｣、 冬 季 の 「 ウ ォ ー ム ビ ズ 」 な ど  
□ ブ ラ イ ン ド や カ ー テ ン を 有 効 に 活 用 し 、 冷 暖 房 効 果 を 高 め ま す 。  
 ※ 窓 ガ ラ ス へ の 断 熱 フ ィ ル ム の 貼 付 、 緑 の カ ー テ ン の 活 用 な ど  

 
③  Ｏ Ａ 機 器 （ パ ソ コ ン 、 プ リ ン タ ー 等 ） や 家 電 製 品 の 使 い 方 の 改 善  
□ 昼 休 み や 外 出 時 な ど 、 Ｏ Ａ 機 器 を 使 用 し な い 時 は 主 電 源 を 切 り ま

す 。  
□ コ ピ ー 機 は 予 熱 ボ タ ン を 活 用 し 、 待 機 電 力 の 削 減 に 努 め ま す 。  
□ 使 用 し て い な い 時 は 家 電 製 品 の 主 電 源 を 切 り ま す 。  
 ※ 多 電 力 消 費 機 器 （ 電 気 ポ ッ ト 、 コ ー ヒ ー メ ー カ ー な ど ） の 使 用  

自 粛 や 、 保 温 機 能 を 使 わ な い な ど 使 い 方 を 工 夫 す る  

 
④  新 規 購 入 時 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー タ イ プ の 導 入 徹 底（ グ リ ー ン 購

入 の 推 進 ）  
□ 照 明 ・ 空 調 機 器 、 Ｏ Ａ 機 器 、 家 電 製 品 な ど の 導 入 、 更 新 に 際 し て

は 、 省 エ ネ ル ギ ー 型 の も の （ エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 の 高 い 機 器 ） を

選 択 ・ 購 入 す る よ う 努 め ま す 。  
※ パ ソ コ ン な ど の Ｏ Ａ 機 器 の 購 入 及 び リ ー ス に あ た っ て は 、 グ リ

ー ン 購 入 推 進 の た め 、 国 際 エ ネ ル ギ ー ス タ ー プ ロ グ ラ ム に 基 づ

く 低 電 力 基 準 （ 国 際 エ ネ ル ギ ー ス タ ー マ ー ク ） 及 び 省 エ ネ ル ギ

ー 法 の エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 基 準 に 適 合 し て い る 製 品 と す る  
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※ 照 明 器 具 の 導 入 ・ 更 新 に あ た っ て は 、 業 務 や 機 能 に 支 障 が 無 い

限 り 消 費 電 力 が 少 な い Ｌ Ｅ Ｄ 器 具 と す る  

 
⑤  施 設 ・ 設 備 へ の 省 エ ネ ル ギ ー 技 術 、自 然 エ ネ ル ギ ー の 導 入 の 検 討  
□ 施 設 ・ 設 備 へ の 省 エ ネ ル ギ ー 技 術 の 導 入 に つ い て 検 討 し ま す 。  
□ 公 共 施 設 の 建 設 ・ 改 修 に 際 し て は 、 太 陽 光 発 電 な ど 自 然 エ ネ ル ギ

ー や 断 熱 性 向 上 の た め の 材 料 の 導 入 に つ い て 検 討 し ま す 。  
 ※ ペ ア ガ ラ ス の 採 用 、 窓 ガ ラ ス へ の 断 熱 フ ィ ル ム の 貼 付 な ど  

 
⑥  そ の 他  
□ エ レ ベ ー タ ー を 設 置 し て い る 施 設 で は 、 職 員 の エ レ ベ ー タ ー の 使

用 抑 制 に 努 め ま す 。  
 ※ 近 隣 階 へ の 移 動 に 際 し て は 、 階 段 を 積 極 的 に 利 用 す る  
□ ノ ー 残 業 デ ー の 取 組 み を 継 続 す る な ど 節 電 に 努 め ま す 。  
□ 水 使 用 量 の 抑 制 に 努 め ま す 。  
 ※ 節 水 バ ル ブ や ト イ レ の 擬 音 機 器 な ど の 導 入 に 努 め る  
 ※ 草 花 へ の 水 や り や 打 ち 水 な ど の 散 水 は 効 率 的 、 計 画 的 に 行 う  

 

 

（（（（ ２２２２ ）））） 施 設施 設施 設施 設 に お け るに お け るに お け るに お け る 燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量 のののの 削 減削 減削 減削 減 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ  

公 共 施 設 で 冷 暖 房 機 器 及 び 給 湯 機 器 、 設 備 、 機 械 等 を 使 用 （ 燃

料 の 燃 焼 ） す る 際 、 温 室 効 果 ガ ス が 発 生 し ま す 。  

石 油 等 の 化 石 燃 料 は 、 近 い 将 来 、 枯 渇 す る こ と が 指 摘 さ れ て お

り 、 地 球 温 暖 化 防 止 お よ び 資 源 の 保 護 に 資 す る た め 燃 料 使 用 量 の

削 減 に 努 め ま す 。  

 
①  冷 暖 房 機 器 及 び 家 電 製 品 の 使 い 方 の 改 善  
□ 冷 暖 房 の 設 定 温 度 の 適 正 化 に 努 め ま す 。   
 ※ 冷 房 ２ ８ ℃ 、 暖 房 ２ ０ ℃ が 目 安  
□ 冷 暖 房 期 間 及 び 時 間 の 短 縮 に 努 め ま す 。  

 
②  給 湯 及 び 厨 房 機 器 の 使 い 方 の 改 善  
□ ガ ス コ ン ロ 、 湯 沸 か し 器 な ど を 効 率 的 に 使 用 し ま す 。  
 ※ お 湯 を 沸 か す 時 の 中 火 利 用 の 徹 底 、 給 湯 器 か ら の 湯 沸 し 等  

 
③  新 規 購 入 時 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー タ イ プ の 導 入 徹 底（ グ リ ー ン 購

入 の 推 進 ）  
□ 給 湯 ・ 厨 房 機 器 、 暖 房 機 器 、 便 器 ・ 洗 面 機 器 な ど の 導 入 ・ 更 新 に

際 し て は 、 省 エ ネ ル ギ ー 型 の も の （ エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 が 高 い 機

器 、 節 水 型 の 機 器 な ど ） を 選 択 ･購 入 す る よ う 努 め ま す 。  

 
④  そ の 他  
□ 燃 料 を 大 量 に 消 費 す る 設 備 の 導 入 ・ 更 新 に 際 し て は 、 省 エ ネ ル ギ

ー 型 の も の を 選 択 ・ 導 入 す る こ と や 、 使 用 す る 燃 料 に つ い て も 検

討 し ま す 。  

 

 

 



- 16 -

（（（（ ３３３３ ）））） 公 用 車公 用 車公 用 車公 用 車 のののの 燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量燃 料 使 用 量 のののの 削 減削 減削 減削 減 ････走 行 距 離走 行 距 離走 行 距 離走 行 距 離 のののの 短 縮短 縮短 縮短 縮 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ  

自 動 車 の 排 気 ガ ス か ら は 、 二 酸 化 炭 素 の ほ か 、 メ タ ン や 一 酸 化

二 窒 素 と い っ た 温 室 効 果 ガ ス も 微 量 で す が 発 生 し ま す 。  

日 頃 か ら 省 エ ネ 運 転 を 心 が け る な ど 、 燃 費 の 向 上 や 走 行 距 離 の

短 縮 に 努 め ま す 。  

 
①  公 用 車 の 効 率 的 な 使 用  
□ 職 場 か ら 近 距 離 地 へ の 移 動 に 際 し て は 、公 用 車 の 使 用 を 控 え ま す 。 
 ※ 自 転 車 等 の 利 用  
□ 複 数 の 人 が 同 一 場 所 に 移 動 す る 際 は 、公 用 車 の 相 乗 り に 努 め ま す 。 
□ 省 エ ネ ル ギ ー 運 転 に 努 め ま す 。  

※ ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ  
※ 急 加 速 や 急 発 進 、 急 ブ レ ー キ を し な い  
※ 空 ぶ か し の 防 止  
※ 不 要 な 荷 物 は 積 ま な い  
※ タ イ ヤ 空 気 圧 の 調 整  
※ 力 － エ ア コ ン の 適 正 使 用  
※ 計 画 的 な 車 両 利 用 の 徹 底  
※ 計 画 的 な 走 行 ル ー ト の 検 討  

 
②  新 規 購 入 時 に お け る 低 公 害 車 ・ 低 燃 費 車 の 導 入（ グ リ ー ン 購 入 の

推 進 ）  
□ 公 用 車 の 買 い 替 え の 際 は 、 可 能 な 限 り 低 公 害 性 や 低 燃 費 性 を 検 討

し 購 入 に 努 め ま す 。  
 ※ 電 気 自 動 車 や 天 然 ガ ス 自 動 車 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 等 の 導 入  
 ※ 低 燃 費 か つ 低 排 出 ガ ス 認 定 車 の 導 入  

 

③  そ の 他  
□ バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料（ Ｂ Ｄ Ｆ ）な ど の 使 用 に つ い て 検 討 し ま す 。 
□ 公 共 交 通 機 関 の 利 用 に 努 め ま す 。  

 

 

（（（（ ４４４４ ）））） ご みご みご みご み 排 出 量排 出 量排 出 量排 出 量 のののの 削 減削 減削 減削 減 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ ((((庁 内 的庁 内 的庁 内 的庁 内 的 なななな 取 組取 組取 組取 組 みみみみ ))))  

廃 棄 物 は 、 そ の 処 理 過 程 (清 掃 工 場 で の 焼 却 )で 温 室 効 果 ガ ス を

発 生 さ せ ま す 。  

ま た 、ご み と し て 出 さ れ る 紙 類 の 多 く は 木 材 を 原 料 と し て お り 、

二 酸 化 炭 素 の 吸 収 源 で あ る 森 林 資 源 の 減 少 と 無 関 係 で は あ り ま せ

ん 。  

日 頃 か ら ３ Ｒ （ リ デ ュ ー ス 、 リ ユ ー ス 、 リ サ イ ク ル ） に 努 め 、

ご み 減 量 ・ 資 源 化 を 推 進 し ま す 。  

 
①  文 書 の 印 刷 ・ コ ピ ー の 適 正 化  
□ 両 面 印 刷 、 両 面 コ ピ ー を 徹 底 し ま す 。  
 ※ 片 面 使 用 済 み 用 紙 の 裏 面 利 用  
□ 電 子 デ ー タ の プ リ ン ト ア ウ ト は 必 要 最 小 限 に し ま す 。  
□ ミ ス コ ピ ー を 削 減 し ま す 。  
 ※ コ ピ ー 使 用 前 の 設 定 確 認  
 ※ コ ピ ー 使 用 後 は 設 定 を 初 期 化 （ リ セ ッ ト ）  
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□ 会 議 資 料 や パ ン フ レ ッ ト ・ 報 告 書 等 の 刊 行 物 は 、 発 行 の 必 要 性 や

配 布 先 を 検 討 し 、 発 行 部 数 を 必 要 最 小 限 に し ま す 。  

 

②  新 規 購 入 時 に お け る グ リ ー ン 購 入 の 推 進  
□ 紙 類 の 購 入 や 外 注 印 刷 物 に つ い て 、 グ リ ー ン 購 入 を 推 進 し ま す 。  
 ※ 再 生 紙 の 購 入 ・ 使 用  
  例 ） コ ピ ー 用 紙 ： グ リ ー ン 購 入 法  総 合 評 価 値 ８ ５ 以 上 （ 古 紙

パ ル プ 配 合 率 ： １ ０ ０ ％ ＝ 評 価 値 ８ ０ ・ 白 色 度 ： ７ ０ ％ 以 下 ＝ 加  
     算 値 ５ 以 上 ）  

一 口 メ モ ： グ リ ー ン 購 入 法 基 本 方 針 に よ る コ ピ ー 用 紙 の 総 合 評 価 値 は 、 古 紙

パ ル プ 配 合 率 や 白 色 度 な ど か ら 算 出 さ れ る 値 を 加 算 し た 数 値 で す 。  

 代 表 的 な 式 は 次 の と お り で す 。  

  古 紙 パ ル プ 配 合 率 に 係 る 評 価 値 ＝ 古 紙 パ ル プ 配 合 率 ― ２ ０  

  白 色 度 に 係 る 加 算 値 ＝ ― （ 白 色 度 ） ＋ ７ ５  

 

□ 使 い 捨 て 商 品 の 使 用 ・ 購 入 を 控 え ま す 。  

 ※ 詰 め 替 え 可 能 な 製 品 な ど を 積 極 的 に 使 用 す る  
 ※ マ イ バ ッ ク （ マ イ バ ス ケ ッ ト ） 運 動 を 積 極 的 に 展 開 す る  
□ そ の 他 の 物 品 の 購 入 に あ た っ て も 、 グ リ ー ン 購 入 を 推 進 し ま す 。  

 
③  リ サ イ ク ル の 推 進  
□ ご み の 分 別 排 出 を 徹 底 し ま す 。  
 ※ プ リ ン タ ー な ど の 使 用 済 み カ ー ト リ ッ ジ の リ サ イ ク ル  
□ 古 紙 の リ サ イ ク ル に 努 め ま す 。  
 ※ 古 紙 回 収 の 徹 底  
 ※ シ ュ レ ッ ダ ー の 使 用 は 機 密 文 書 （ 個 人 情 報 な ど ） に 限 る  

 
④  そ の 他  

□ 備 品 な ど の 長 期 使 用 に 努 め ま す 。  

□ 使 用 済 み 封 筒 を 再 利 用 し ま す 。  
 ※ 町 内 部 で の 文 書 伝 達 時 に 利 用  
□ 事 務 連 絡 な ど の 配 布 資 料 は 係 回 覧 等 で 対 応 し 、 個 別 配 布 を 抑 制 し

ま す 。  
 ※ 文 書 （ 情 報 ） の 共 有 化 を 図 る  
□ 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ（ 電 子 メ ー ル 、全 庁 掲 示 板 ）を 適 正 か つ 有 効 に 利 用 し 、

紙 使 用 量 の 削 減 に 努 め ま す 。  
 ※ 会 議 開 催 通 知 文 書 の メ ー ル 送 信 な ど  

 

 

（（（（ ５５５５ ）））） 緑 化緑 化緑 化緑 化 のののの 推 進推 進推 進推 進  

森 林 （ 適 切 に 管 理 さ れ た 人 工 林 を 含 む ） は 、 温 暖 化 ガ ス で あ る

二 酸 化 炭 素 （ CO2） を 吸 収 し 、 貯 留 す る 役 割 を 果 た し て い ま す 。  

町 が 保 有 す る 「 環 境 保 全 の 森 ・ 町 民 憩 い の 森 」 を 始 め と す る 町

有 林 を 適 切 に 管 理 し 、 温 暖 化 ガ ス を 吸 収 す る と と も に 、 町 民 に 快

適 な 生 活 環 境 を 提 供 し ま す 。  
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①  健 全 な 森 林 育 成 の 推 進  

□ 計 画 的 な 間 伐 な ど を 行 い 、 健 全 な 森 林 育 成 に 努 め ま す 。  

 

②  住 生 活 空 間 で の 緑 地 の 確 保  

□ 公 共 用 地 の 緑 地 化 に 努 め ま す 。  
□ 環 境 に 配 慮 し た 工 事 の 設 計 ・ 施 工 に 努 め ま す 。  

 

 

（（（（ ６６６６ ）））） そ のそ のそ のそ の 他他他他 のののの 取 組取 組取 組取 組 みみみみ  
①  下 仁 田 町 環 境 基 本 計 画 に 基 づ き 、 「 未 来 に つ な ぐ  水 源 の ま ち  

下 仁 田 」を ス ロ ー ガ ン に 町 の 望 ま し い 環 境 像 実 現 に 向 け 各 施 策 を 推

進 し ま す 。  
□ 浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 を 推 進 し ま す 。  
□ 優 良 林 地 の 増 加 、 農 地 の 有 効 活 用 を 図 り ま す 。  
□ ご み 減 量 化 、 分 別 ・ リ サ イ ク ル を 進 め ま す 。  

※ 生 ご み 処 理 機 の 普 及 ・ 有 価 物 の 集 団 回 収  
□ 省 エ ネ ・ 省 資 源 活 動 の 普 及 啓 発 に 努 め ま す 。  

※ ク ー ル ビ ズ な ど の 推 進 、 マ イ バ ッ グ 運 動 の 定 着  
□ 美 し い ま ち 並 み 、 美 し い 農 村 風 景 の 保 全 を 進 め ま す 。  
□ 太 陽 光 発 電 等 の 導 入 支 援 に つ い て 検 討 し ま す 。  
□ 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 を 推 進 し ま す 。  

※ 出 前 講 座 の 実 施  
※ 学 校 で の 環 境 教 育 の 実 施  
※ 地 球 温 暖 化 に 対 す る 意 識 啓 発 に 向 け た 取 組 み  

 

②  職 員 自 ら が 日 常 業 務 の 中 で 環 境 に 与 え る 影 響 を 認 識 し 、適 切 な 環

境 配 慮 を 行 っ て い き ま す 。  
□ 環 境 に 関 す る 研 修 、 シ ン ポ ジ ウ ム 等 に 積 極 的 に 参 加 し 、 職 員 の 意

識 向 上 に 努 め ま す 。  
□ 職 員 が 常 に 環 境 に 配 慮 す る よ う 、 環 境 保 全 、 省 資 源 ・ 省 エ ネ ル ギ

ー 意 識 の 普 及 啓 発 を 行 い ま す 。  
□ ノ ー マ イ カ ー デ ー ・ エ コ ド ラ イ ブ ・ ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ 等 を 実 践 し ま

す 。  
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第第第第 ４４４４ 章章章章 ．．．． 計 画計 画計 画計 画 のののの 推 進推 進推 進推 進 ・・・・ 点 検 体 制点 検 体 制点 検 体 制点 検 体 制  

    １１１１ ．．．． 推 進 体 制推 進 体 制推 進 体 制推 進 体 制  

本 計 画 は 、 全 職 員 が 実 践 す る べ き も の で あ り 、 推 進 体 制 の 構 築

は 計 画 実 行 に 不 可 欠 の も の と い え ま す 。  

本 計 画 の 推 進 は 、 下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部

会 （ 以 下 「 本 部 会 」 と い う 。 ） と 、 下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実

行 計 画 推 進 幹 事 会 （ 以 下 「 幹 事 会 」 と い う 。 ） で こ れ を 行 う も の

と し ま す 。  

 

 

（（（（ １１１１ ）））） 下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部 会  

本 部 会 は 、 次 の 者 を も っ て 構 成 し 、 幹 事 会 か ら 毎 年 度 報 告 さ れ

る 取 組 状 況 ・ 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 等 の 報 告 を 受 け 、 実 行 計 画 の 進

捗 状 況 を 管 理 し ま す 。  

ま た 、 進 捗 状 況 に 応 じ て 実 行 計 画 の 見 直 し を 行 い ま す 。  

 

下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 本 部 会 名 簿  

№  職     名  №  職     名  №  職     名  

1  町 長  7  福 祉 課 長  1 3  議 会 事 務 局 長  

2  副 町 長  8  保 健 環 境 課 長  1 4  教 育 課 長  

3  教 育 長  9  農 林 建 設 課 長  1 5  甘 西 環 合 事 務 局 長  

4  総 務 課 長  1 0  商 工 観 光 課 長  1 6  下 医 合 事 務 部 長  

5  企 画 財 政 課 長  1 1  会 計 課 長      

6  住 民 税 務 課 長  1 2  ガ ス 水 道 課 長      

 

 

 

（（（（ ２２２２ ）））） 下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 幹 事 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 幹 事 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 幹 事 会下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 幹 事 会  

幹 事 会 は 、 各 課 ・ 各 部 局 か ら 選 出 さ れ た 委 員 ２ ０ 名 以 内 に よ り

構 成 し 、 対 象 施 設 等 に お け る 毎 年 度 の 取 組 状 況 ・ 温 室 効 果 ガ ス 排

出 量 等 を 調 査 ・ 集 計 し そ の 内 容 を 評 価 ・ 点 検 す る と と も に 、 本 部

会 へ 報 告 し ま す 。  
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下 仁 田 町 等 地 球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 推 進 幹 事 会 名 簿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（ ３３３３ ）））） 事 務 局事 務 局事 務 局事 務 局  

本 部 会 及 び 幹 事 会 の 事 務 は 、 保 健 環 境 課 環 境 保 全 係 で 行 う も の

と し ま す 。  

 

 

 

    ２２２２ ．．．． 本 計 画本 計 画本 計 画本 計 画 のののの 進 捗 状 況進 捗 状 況進 捗 状 況進 捗 状 況 のののの 公 表公 表公 表公 表  

本 計 画 の 進 捗 状 況 及 び 点 検 ・ 評 価 結 果 に つ い て は 、 毎 年 度 町 広

報 紙 ・ 町 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 公 表 す る も の と し ま す 。  

役　職 職　　　名 氏　　　名

会 長 商 工 観 光 課 課 長 補 佐 ・ 観 光 係 長 市 川 隆

副 会 長 ガ ス 水 道 課 庶 務 係 長 猪 野 馨

書 記 教 育 委 員 会 学 校 教 育 係 長 岡 野 均

総 務 課 課 長 補 佐 ・ 行 政 係 長 浅 川 幸 則

企 画 財 政 課 ま ち づ く り 推 進 係 長 岩 井 収

住 民 税 務 課 課 長 補 佐 ・ 町 民 税 係 長 高 瀬 茂

福 祉 課 後 期 高 齢 医 療 係 長 竹 内 誠

農 林 建 設 課 農 林 係 主 幹 松 本 実

会 計 課 会 計 係 長 林 通 典

議 会 事 務 局 課 長 補 佐 ・ 議 事 係 長 大 小原 敏 江

事 務 局 長 補 佐 浦 野 正 美

庶 務 課 施 設 係 長 佐 藤 幸 夫

幹事兼事務局 下仁 田町 保 健 環 境 課 課長補佐・ 環境保全係長 佐 藤 喜 一

所　　　属

平成22年8月20日現在

下仁 田町

幹 事

甘楽西部環境衛生施設組合

下仁田南牧医療事務組合
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 本 計 画 の 排 出 ガ ス 等 の デ ー タ は 、 平 成 ２ １ 年 度 エ ネ ル ギ ー 調 査 の

結 果 に よ る も の で す 。  

 

 本 計 画 は 、 推 進 幹 事 会 に よ る デ ー タ 検 証 や 計 画 内 容 の 検 討 作 業 の

後 、 推 進 本 部 会 に よ る 協 議 を 経 て 決 定 さ れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ɦ ʶ ဋ ထ ሁ ע ྶ ภ ଡ଼ ҄ ᧸ ഥ ܱ ᘍ ᚘ ဒ  

 

࠯ ঺ Წ Წ ࠰ Ძ Წ உ  

ɦ ʶ ဋ ထ ሁ ע ྶ ภ ଡ଼ ҄ ᧸ ഥ ܱ ᘍ ᚘ ဒ ਖ਼ ᡶ ஜ ᢿ ˟ ሊ ܭ  

 

ʙ Ѧ ޅ  ɦ ʶ ဋ ထ ̬ ͤ ࿢ ؾ ᛢ ࿢ ؾ ̬ μ ̞  

             〒 37 0 - 2 6 0 1  

፭ ᬔ Ⴤ ࿿ ಏ ᢼ ɦ ʶ ဋ ထ ٻ ܌ ɦ ʶ ဋ 1 1 1 - 2  

                         ɦ ʶ ဋ ထ ̬ ͤ ǻ ȳ ǿ ȸ ϋ  

T E L   0 2 7 4 - 8 2 - 5 4 9 0    F A X   0 2 7 4 - 7 0 - 3 0 1 3 

E - m a i l   h o k e n - k a n k y o @ t o w n . s h i m o n i t a . l g . j p  


